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10.5cmのポリポットを用い、山砂ともみ殻くん炭を体積で１：１に混合した用土に粒状けい酸加里（「くみあい粒状
けい酸加里」）を、ポット当たり４ｇ、８ｇ、16ｇ加えて育苗し（窒素成分量はポット当たり100mgとした）、けい酸加里を
加えずに育苗した苗を標準として、うどんこ病の発生、苗の生育を調査した。
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その他の資料等

　県オリジナルイチゴ品種「ふくはる香」はうどんこ病にかかりやすいため、育苗時期からうどんこ病の防除を徹底する
ことが重要である。「ふくはる香」のポット育苗において、ポット用土に粒状ケイ酸加里を加えることで、うどんこ病の発
生を抑えることができた。

なし

粒状ケイ酸加里を加えた育苗では、いずれの量でも、ケイ酸加里を加えない育苗に比べてうどんこ病の発生を抑
制した。

粒状ケイ酸加里をポット当たり16ｇ加えた育苗では、ケイ酸加里を加えない育苗に比べて草丈、小葉長が小さくな
り、生育も抑制された。ポット当たり８ｇ、４ｇを加えた育苗ではケイ酸加里を加えない育苗と同じ生育であった。


